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■ TOPICS の紹介 ■

今号の『ＳＥ通信』は、

「電極センサー」を用いたPCグラウト充填検知システムを
ご紹介いたします。

編集・発行

橋梁構造部

エスイーの技術情報

PC構造物において、PCグラウトはPC鋼材を腐食から防ぎ、コンクリート部材と一体化させる
役割を担っています。

PCグラウトの品質不良や充填不足が生じると、PC鋼材の腐食・破断およびそれに伴うプレ
ストレスの低下を招き、構造物全体の耐久性や耐荷性能に深刻な影響を及ぼします。その
ため、PC構造物の長寿命化と信頼性確保においては、PCグラウトの適切な材料選定と配
合管理に加え、PCグラウトの確実な充填が極めて重要となります。

そのため、PCグラウトグラウト注入時に、シース内の充填状況を直接確認するための検査
法として、熱電対式放熱抵抗センサーや振動デバイスセンサーなどを用いたものが利用さ
れています。しかしながら、これらの検査法は測定器設置個所での確認や橋面上での配
線が必要であるなど、充填管理の作業性に課題が残されていました。

このような背景のもと、当社は「電極センサー」を用いたPCグラウト充填検知システムを開
発いたしました。本システムはPEシースに取り付けた電極センサーによって、内部のPCグラウト
充填状況をパソコン上でリアルタイムに確認することが可能です。また、管理装置の子局か
ら親局へ計測したデータを無線送信することが可能であるため、センサー取付箇所での確
認や橋面での配線が不要となり、作業性が向上します。
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主桁

電極ケーブル

管理装置(子局) 無線機 管理装置(親局) パソコン無線機

電極式充填センサー

無線接続

PEシース

PCグラウト
注入

管理装置(子局)・無線機 管理装置(親局)・無線機・パソコン

手配区分仕様・用途名 称

エスイー

AC100V 無線機・パソコンと接続管理装置（親局）+無線機

AC100V 無線機と接続、電極と接続管理装置（子局）+無線機

PEシース組込 充填検知電極式充填センサー

施工者AC100V 計測データの可視化・保存ノートパソコン

システム概要図
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■電極式充填センサー■

電極取付状況

O端子

固定用ビス

電極取付部止水処理

PCグラウト充填前 PCグラウト充填後

PC鋼材

＋極

－極

電
極

PEシース

本システムは、PEシース断面の上下に
電極を配置したセンサーを用います。PE
シース空隙内にPCグラウトが満たされると
電極間が通電し、当該箇所に有害な
残留空気がなく適切にPCグラウトが充填
されたことを確認できます。

電極はO端子を固定用ビスでPEシース
に取付けるだけの単純な構成であること
から、比較的安価に手配可能です。電
極取付部はコーティング剤・ブチルテー
プ・ビニルテープによって止水処理を施し
た状態で納入します。

通電

PCグラウト

ケーブル・シースの種別や長さ・電極の配置は現場条件に合わせて柔軟に対応可能です。

取付箇所PEシース種別

リブ凸部直管シース

凸部
（排気口・ねじ部除く）排気口付シース

凸部（ねじ部除く）接続シース

排気口付シース 接続シース

ケーブル⾧
(m)

外径寸法
(mm)ケーブル種別

5m
10m

Φ7.4VCTF

2.7×5.4
2.5×5.0
1.5×3.0

VFF

ケーブル

直管シース

電極取付例（複数設置）

コーティング剤
ブチルテープ・ビニルテープ

VCTF(Φ7.4)

VFF(2.7×5.4)

VFF(2.5×5.0)

VFF(1.5×3.0)



Page 3

実物大試験体

本システムの実施工への適用性を確認する各種試験を実施しています。

①実物大注入試験
実際のシース配置を模擬した実物大注入試験を実施しました。
本システムはPCグラウトの粘性タイプを問わず、シース内の充填状態を瞬時かつ正確に検

知可能であり、注入完了後でも充填状況を再確認できることを実証しました。

②PC鋼材通電試験
本システムの通電がPC鋼材に及ぼす影響を確認するため、通電したPC鋼材に対する引

張試験を実施しました。
通電したPC鋼材の機械特性は規格値範囲内であり、外観上の変状や破断形態の変化

が見られなかったため、本システムの通電によるPC鋼材への悪影響はないことが確認されま
した。

■各種性能確認試験■

③コンクリート通電試験
電極式充填センサーの止水処理が施工中に損傷した場合でも、使用可能であるかを確

認する試験を実施しました。
電極取付部の止水処理が現地で損傷し、コンクリート打設時に通電状態を示したとしても、

コンクリートの硬化過程で水和反応によるコンクリート内部の水分量が減少することで非通
電となり、グラウト充填検知センサーとして適切に機能することを確認しました。

通電状況

コンクリート打設状況

計測状況 硬化後目視確認

PC鋼材と電極の直接接触 通電後外観（変状なし）

コンクリート打設後非通電確認電極（止水処理なし）

通電→非通電
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【お問合せ】
メルマガに対するご意見、エスイー製品に関するお問合せや資料請求は下記までご連絡下さい。

株式会社エスイー 橋梁構造部 https://www.se-kyoryokozo.jp/contact/

【WEBサイト】
製品サイトでは、カタログ、設計施工要領、CADデータ等のダウンロードができます。

橋梁構造事業分野 https://www.se-kyoryokozo.jp
株式会社エスイー https://www.se-corp.com

■充填計測画面■

■データの整理・帳票作成■

本システムは、専用のソフトをインストールしたパソコンを使用して操作します。計測開始後は
自動でデータを収録するため計測ミスの心配がありません。

画面上には、下図に示す充填計測画面が表示され、ランプの点灯と通電履歴グラフに
よって、PCグラウトの充填状況を一目で確認できます。

子局1台あたり5箇所の計測が可能で、同時に3台の子局を接続することができます（計15
箇所） 。電極をケーブル軸方向に複数配置することで、縦断方向の範囲にわたってより緻
密な充填検知が可能となります。

計測データはCSVファイルで親局内に保
存されます。また子局内にもバックアップが
保存されるため、計測途中に無線接続が
途絶えてもデータ消失の心配がありません。

PCグラウトの注入作業終了後、当社が
提供する帳票作成用のExcelファイルに物
件・ケーブル・グラウト材料の情報を入力し、
保存された計測データを貼り付けるだけで、
簡単にケーブル毎のPCグラウト充填報告
書を作成できます。

充填計測画面（子局1台）

充填検知

物件情報

ケーブル情報

計測結果

使用材料情報

充填計測画面（子局3台）

PCグラウト充填記録報告書


